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概 要

鳥取県に点在する温泉・地熱資源の有効活用を最終目的とし，小さな温度差でも発電できる温度差エ

ンジンの実用化を目指した研究成果を報告します．熱機関出力を向上させるためのアイデアとして，作

動流体に微量の相変化物質を添加することで，従来サイクルに比較して大幅な出力向上に成功しまし

た．熱機関に大掛かりな熱交換装置を付加することなく，出力向上が可能な技術として特許出願中です．

（発表・研究内容を記載してください。できるだけ一般の方にも分かり易い文章で、図・写真等をもちいて

『目的』、『方法・手法』、『結果』、『まとめ』等を分かりやすく記載してください。）

本研究は，当県の豊かな温泉資源を活用し，主に観光資源としてしか活用されてこなかった 100℃以

下の温度域の熱エネルギを活用する熱機関の開発を目指すものです．温泉熱発電システム開発により，

以下の成果を達成することが本研究の意義です．

１．廃棄されている 100℃以下の低温熱エネルギが利用できるシステム開発．

２．気象などに左右されず，安定したエネルギ供給が可能なシステムが提供できる．

３．環境立県アクションプログラム「2.自然エネルギの導入」に貢献する．

本研究の独創的な点は，実用化に必要な出力

を得る目的で，作動流体に 100℃以下沸点の物

質を添加することにあります．右図は，本研究

で採用する熱機関サイクルと従来サイクルと

を，圧力と行程容積の関係で表したものです．

この種の熱機関の作動流体は，一般的に空気や

ヘリウムガスなどの単相ガスが用いられ，図中

の面積 ABCD で示されるサイクル出力となり

ます．本研究の優れている点は，熱機関が作動

するサイクル温度範囲内において蒸発・凝縮を

繰り返す相変化物質を添加することにありま

す．相変化物質を添加することにより，サイク

ル出力は面積 A+B+CD+に拡大され，大幅な出力

増加を達成することができました．
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図 温泉熱駆動エンジンの出力


